
指 標

Process

指標の意義

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 分母のうち来院後90分以内に手技を受けた患者数

分母 18 歳以上の急性心筋梗塞でPCIを受けた患者数

収集

期間

調整

方法

厚11

指標の計算式、分母・ 分子の解釈

2018年間数値報告

考察・分析

Door-to-Balloon

最小値 0.00 25％値 28.64 中央値 44.44 75％値 58.13 最大値 100.0

回答病院 31施設

Door-to-Ballon time<90minはSTMIの治療において強く推奨されています。この指標は、個々の循環器医の能力で

はなく、急性冠疾患を受け入れるための体制(ストラクチャー)と受け入れ後の円滑な業務(プロセス)がともに関わってお

り、高値を維持するには病院としてのシステムアプローチが必要になります。

救急医療を担っている基幹病院では、80%以上を達成している病院もあり、民医連のデータはまだ改善の余地があり

ます。

なお、PCI症例数と指標の間に関連は見られませんでしたが、経年的には一定のPCI症例数のある病院では軽度の減

少傾向が見られます(下図)。

Door-to-Balloon t imeは施設での急性心筋梗塞がどれだけ迅速に治療されているかという治療の質を表す。この時

間が短いほうが生存率や治療後の経過がよいことが知られている。

a.急性心筋梗塞で病院に到着してからPCIまでの時間が90分以内の患者の割合
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